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マ ルチチ ャ ン ネル型味覚セ ンサ に よる清酒お よび清酒 もろ み の 分析

（長野県食工 試）蟻川　幸彦 ，
小粟　勇 ， 馬場　茂

（九大，工 ）都 甲　潔 ，　〈ア ン リツ）池崎秀和

　酒の 晶貰は ， 味 ， 匂い ，魚等 ， 様 々 な要国に よっ て 評価 され る。
1 れ らの 中で も味

は評価が最 も難しい もの の
一つ で ある 。 酒の 中に含まれる種々 の 成分を個別に測定 し，

味の 評価 を試 み る こ とも多数な されて きて い るが ，
全 ての 味成分 を測定する こ とは不

可能 と思わ れ る 。 味覚セ ン サは ，
この 味の 評価に もの さ しを提供する こ とを最終的な

目標 として い る 。 現在の ところ 味覚セ ンサ は ， 脂質等の化学物質をポ リ塩化 ビニ ・一一ル

に混入 させ ， 可塑剤 で固め た膜を用い て い る 。 さ らに混入 させ る物質の 種類 を変えて

マ ル チチ ャ ン ネル化するこ とに よ り情報量 を増大させ て い る 。

　清酒の分析　3種類 の 異な る脂質を含む膜を装着 した味認識装櫨 （SA401 ・ア ン リツ

（株）製）を用い て酒の 種類 の 判顯 を行っ た 。 岡
一酒造場の 大吟醸酒， 本醸造酒 ， 純米

酒お よびア ル プス 吟醸酒 （長野県独 自の 低ア ル コ
ール 吟醸酒）に つ い て測定を行 っ た

とこ ろ ， 3種の 膜は異 なる応答を示 し， 容易に判劉が可能であ っ た 。清酒の 場合 ， 当

然なが らア ル コ ール が多量 に倉まれて い るた め
， 膜の 劣化 に よる安定性の低下が懸念

された 。 しか し連続的に 1か 月以上使用 して も安定性 の 低下は認め られ なか っ た 。 次

に畏野県内の 40 銘柄の 大 吟醸酒につ い て銘柄の 判別をお こ な っ た ところ ， 同様に判別

が可能で あ り， 官能検査1直との比較か ら限定的で はある斌 特徴づ けが 可能で あっ た 。

また種々 の分析値 とセ ン サ応答との 関係を検討 した ところ ，マ イナス の 電荷を帯びた

膜の応咎 と滴定酸度との 間に栢 関が認め られ た。 清酒の味を分析値か ら求める場合 ，

指標 として 甘辛 ， 濃淡が 用い られる こ とが 多い 。 その 積算の 根拠となる分析値は滴定

酸度 と 日本酒度 （蘆糖濃度）で あ り， その i 味か らも上記膜の 応答特性は興味深 い も

の と思 わ れ る 。

　清酒 もろ み の 分析　味覚セ ン サ は ， 食品の 味自体 へ の 応答 を目的と して お り， 個 々

の 化学成分へ の 応答を 目指す もの で は ない
。 しか し個々 の 膜 の特性 を製造管理 に役立

て る こ とは ， 目的に 達する甫段階 と して有用で ある と考えられ る 。 清酒 もろ み に対す

る種k の 膜の応答 を検討 した ところ
，

正 電荷を欝びた脂質で ある トリオ クチ ル メチル

ァ ンモ ニ ウム （TOMA ）を含む膜の 応答が ， もろみ中の ア ル コ ール 濃度と高い 相関を示

した 。 この 膜は エ タノ
ー

ル 以 外に も，
メ タ ノ

〜ル お よび プロ パ ノール に応答 し， その

応答の程度か らTOMA 膜の ア ル コ
ー一ル 応答は ， 溶媒組成変化 に よっ て 引き起こ され る

陰イ オ ンの活量係数変化に よる もの と考え られた 。 この セ ン サの ア ル コ
ー

ル モ ニ タ リ

ン グセ ンサ と して の 活用の 可能性を検討するた め醗酵 タ ンク よ りもろ み を経 日的 に採

取 し分析 した ところ
，

ア ル コ ール 濃度とセ ンサ応答は極め て高い 飆関を示 した （相関

係数一
〇．997 ） 。

一一・　E負電荷 を帯びた膜 （】3ASE膜）を用い る こ とに よ ll　，
もろみ 中の 滴

定酸度 をモ ニ タ リン グする こ とが 可能で あっ た 。 実用化にあた っ て は
，

まだ様々 な問

題が残 っ て はい るが
， 清酒製造管理へ の本シス テ ム の 活用が期待される 。
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